














高額になりやす」く、「ICT や AI なども言葉が難しく身構えてしまう」など「影」の部分
もあることについては言及しているが、新年のせいあって、『世界最先端 IT 国家創造宣言』2









ルド 2016」（2016 年 10 月 12 〜 14 日、会場：幕張メッセ、次世代農業 EXPO、農業資材
EXPO、6 次産業化 EXPO の３展で開催）でも受けたことを思い出した。会場には約 730
社が出展し、数多くの出席者（ちなみに 2015 年の同 EXPO では２万 2,520 人の来場者があ
ったという）で埋め尽くされた各ブース、盛況な ｢ 特別講演 ｣「専門セミナー」を見るに
およんで、疲弊した農業・農村の情景とは異次元なものを感じた。農業・農村の差し迫っ
た危機、耕作放棄地や「荒地」3 の増大、「限界集落」化などなんて、どこ吹く風というよう
1　（池上甲一 2015）によれば、スマート農業とは「ＩＣＴ（情報通信技術）とロボット ､ 高度なデータ













































から明らかに荒廃農地と判断される農地」）のこと。2014 年で 27 万 6 千 ha あり、そのうち再利可能な
ものが 13 万 2 千 ha（47.8％）、再生利困難なものが 14 万 4 千 ha（52.2％）となっている。これまで
の耕作放棄地は「主観ベース」とされ、その面積は 2015 年で 42 万 3 千 ha となっている。
渡辺　克司：ICT農業 ､スマート農業の現状と課題（１）
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   図１ 農業技術・農業生産力構造の構成 
  （註：(七戸長生 1988)図 1-4、(田代洋一 2003)図 1-2 を参照して作図） 












３ 『日本再興戦略』とＡＩ（Agri Infomatics:農業情報科学）農業 












































たとされている。このスマート農業の登場に先立ち、精密農業の方が 20 年以上前の 1988
年 3 月 27 日付「日本経済新聞」朝刊に、そして、ＩＴ農業は 2000 年 7 月 1 日付「日本経
済新聞」夕刊で初めて登場したことが紹介されている。本稿でそうした時期までフォロー
する余力も能力もないため、AI 農業初出の 2009 年 8 月「AI 農業の展開についてー農業分
野における情報科学技術の活用等に係る研究会報告」が出された時期を考察のスタートラ
インとしたい。
　なお、人工知能を意味する AI（Artificial Intelligence）ではなく、AI（Agri Infomatics:
農業情報科学）が農業分野で優先されていく点には注意がいよう。人工知能そのものにつ
いては、次号の７で第４次産業革命について整理するときに言及することにする。
　民主党政権下の 2012 年 5 月に「AI 農業の取組について」（食料産業局新事業創出課長遠
藤順也　農林水産省）とのタイトルで、「我が国の農業をめぐる状況」を示したうえで、「農
業の IT 化によるメリット」4 と、「Ⅳ . 農業現場での従来の IT の活用事例」を指摘したうえで、


















再生本部の下に、「産業競争力会議」（2013 年 1 月 23 日）5、「規制改革会議」（2013 年 1 月 24 日）、
「攻めの農林水産業推進本部」（1 月 29 日）、「ビッグデータがもたらす農業の付加価値化・
生産性向上」（4 月 14 日）、「農林水産業 ･ 地域の活力創造本部」（５月 21 日）などが設置され、
それにあわせて各種文書が公表されていくことになる。
　そして、『日本再興戦略—JAPAN is BACK-』（2013 年 6 月 4 日）において「世界最高水


























４割削減し、法人経営体数を５万法人とする」「2020 年に６次産業の市場規模を 10 兆円（現状１兆円）














































置付けた IT 戦略である「世界最先端 IT 国家創造宣言」（2013 年 6 月 14 日）が出される。
そこでは「農業資材・機械等の周辺産業において、『AI 農業』等で得られたデータ・ノウ
ハウを用いて、複合的なサービスの展開を図り、 2018 年までに業界の主要収益源の一つに
成長させる。2020 年度には農林水産物輸出目標１兆円に貢献」（「政府の新たな IT 戦略 『世







































































　であり、取り立てて目立つ項目はない。また ICT 成長戦略Ⅱとして、「ICT を活用して様々
なモノ、サービスを繋げることにより、新たなイノベーションを創出」することをビジョ
ンとするものの、農業分野は「スマート・アグリ」とするだけである（p33）。


















































積極的で・・・、管理頭数の増加に伴い、平成 20 年より Salesforce.com 社のクラウドサー
ビスを利用して一元管理を開始」し、さらに「牛の個体情報や牛に対する作業の情報など





































































（同上、p119。元資料は、総務省「ICT 地域活性化懇談会第 1 回公開ワークショップ」2011 年 3 月）
渡辺　克司：ICT農業 ､スマート農業の現状と課題（１）
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　他方、『日本再興戦略改訂 2015 ー未来への投資・生産性革命ー』（2015 年 6 月 30 日）は、
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